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可決

可決

可決

可決

可決

可決

戸籍事務の事務委託
　戸籍の電算化の事務は、白糠町・弟子屈町・釧
路町の３町と浜中町・厚岸町・鶴居村の３町村が、
それぞれ共同運用による事務委託を行っています
が、来年４月からは、６町村での共同運用となる
ことから、地方自治法の規定に基づき、現行の一
部事務委託の廃止と新たな協議による規約を議決
しました。

同意

委員の任命
　教育委員会委員として任命していた谷口　修氏
が、令和３年７月 26 日に任期満了となり退任す
るため、後任として春田修吾氏の任命に同意しま
した。

可決

公有水面埋立免許
　「白糠地区水産生産基盤整備事業」の実施に伴
う公有水面埋立について、町が北海道知事へ提出
する意義がない旨の答申について、議決しまし
た。

可決

条　例　等

●町税条例
　地方税法等の一部を改正する法律等の施行に伴
う改正。
問固定資産税は、コロナ禍を受けて据え置くとの
　ことだが、影響額は。
答１年間に限り増額分を据え置くという判断。影
　響額の積算は困難である。

●固定資産評価審査委員会条例
　行政不服審査法施行令を改正する法律等の施行
に伴う改正。

●白糠町スポーツ推進助成条例
　令和３年６月１日から「白糠町体育協会」が「白
糠町スポーツ協会」に名称を改めたことに伴う改
正。

●白糠町介護保険条例
　新型コロナウイルス感染症緊急経済対策に伴う
改正。

●白糠町手数料条例
　「デジタル社会の形成を図るための関係法律の
整備に関する法律」の施行に伴う改正。

●白糠町墓地設置及び管理に関する条例
　坂の丘公苑墓地内に設置する樹木葬墓所及び合
葬墓の供用に伴う改正。

一部改正

全部改正可決

可決

可決

契約の締結

≪外構工事　1 億 2,870 万円≫
　駐車場路盤工 5,452 平方メートル、歩道路盤
工 163 メートル、排水工一式、照明灯 11 基、自
転車置場１カ所などの工事。
問入札の方法は、指名競争入札がベストなのか。
答一般競争入札は、金額の安さのみで落札者が決
　まり工事施工能力が高い業者が落札するとは限
　らない。仕事に信頼のおける業者を選べること
　から、指名競争入札が良いと判断した。

≪ 2 億 20 万円≫
　工事延長 590 メートル、土砂掘削工２万 3,700
立方メートル、車道路盤工 5,580 平方メートル、
排水工一式などの工事。

　≪ 1 億 120 万円≫
　橋長 ( 橋の長さ )、203.7 メートルの地覆打替え、
高欄入替え、表面被覆工一式などの工事。
問通行止め等の規制はどうするのか。
答通行止めをせずに施工する計画だが、一時的に
　通行止めにする場合もあるので、う回路を含め
　周辺住民へ周知する。

白糠小中学校外統合事業

町道橋梁補修工事（茶路橋）

繰越明許　振内線改良工事
（その２）

承認

議員の派遣
　北海道町村議会議長会主催による議会広報研修
会への議員派遣を承認しました。
◆町村議会広報研修会
　日　時　令和３年８月 23 日から 24 日
　場　所　札幌市
　対　象　広報広聴特別委員会委員

　前号の表紙の目次に誤りがありまし
た。お詫びして、訂正いたします。正し
くは次の通りです。
誤）令和２年第４回定例会概要

⇓

正）令和３年第１回定例会概要

お詫びと訂正
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第 回

定 会例
　6 月
　9 日

　6 月
10 日

・行政報告・一般質問
・議会会議規則の改正 ( 発議 )
・専決処分の承認 ( 補正予算・条例改正 )
・条例改正
・令和３年度補正予算
・戸籍事務の一部の事務委託
・教育委員会委員の任命
・公有水面埋立免許に関する意見
・工事請負契約の締結
・議員の派遣

２

可決

2 年度補正予算
一般会計補正予算

補正合計 3 億 2,717 万 9 千円
総額 204 億 4,506 万 5 千円

●増額
まちづくり基金等　   　　　 848,883,000 円
北海道市町村備荒資金組合納付金
　　　　　　　　　　　　　500,000,000 円
●減額
ふるさと納税関連　　　　　979,146,000 円
繰 出 金　　　　　　　　　　 26,336,000 円
その他　　　　　　　　　　　1,622,000 円

質疑・答弁
問ふるさと納税について、令和元年度までは
　諸経費を除いた残が約 30% であったが、
　令和２年度は約 42％となった経緯は。
答返礼品の発送が令和 3 年度とする割合が
　増えたことによる。

可決

3 年度補正予算
一般会計補正予算

補正合計 1 億 6,532 万 8 千円
総額 174 億 5,049 万 3 千円

●増額
新型コロナウイルスワクチン接種対策費

91,160,000 円
新型コロナウイルス感染症対策費

　　　　　　　　　　　　　64,738,000 円
子育て世帯生活支援特別給付金事業

　　　　  4,430,000 円
町道維持管理費業務　　　　　5,000,000 円

質疑・答弁
問 65 歳以上のワクチン接種の対象は何名で、
　うち接種を希望し接種したのは何名か。
答対象は 3,325 名で、うち 80%（2,639 名）
　の方が接種を希望された。1 回目が終わり、
　実際に接種を受けたのは、2,856 名。
問修学旅行が延期になったが、各学校のいま
　の時点での実施予定は。
答現在のところ未定となっている。



報告

　スティバード ホークス・マクスウェル・ブラ
イアン フレデリックさん退任あいさつ ( 抜粋 )

　３年間白糠に住み、白糠町での生活に慣れてき
たところだったので、この生活が終わってしまう
とは信じられません。
　何よりも楽しくて幸せだったのは、子どもたち
と一緒に英語を勉強したり、遊んだり、笑ったり
したことでした。特に、白糠小学校、白糠中学校、
白糠こども園に行って子どもたちの笑顔を見るこ
とを、いつも楽しみにしていました。
　私は、町の皆さんから学んだことを、しっかり
と生かすために、これから、更に努力していきま
す。そして、必ず、成長した姿を、皆さんに胸を
張ってお見せできるよう、頑張っていきます。

ＡＬＴの退任

行政報告

●外国語指導助手（ＡＬＴ）のビシィラ・メーガン・エリザベスさんが７月に、スティバード ホークス・
マクスウェル・ブライアン フレデリックさんが８月に任用期間を終了し、退任することが報告されました。

可決

可決

可決

契約の締結

≪建築主体工事　15 億 3,670 万円≫
　既存校舎と屋体、武道館の内外部の改修、エレ
ベーター棟 42㎡の増築、こども園ほか 2,365㎡
の増築工事。

≪電気設備工事　3 億 3,550 万円≫
　建築主体工事に係る電灯設備、動力設備、受変
電設備、発電設備など電気設備工事一式を施工。

　≪機械設備工事　5 億 2,580 万円≫
　建築主体工事に係る空調暖房設備、換気設備、
給排水設備、衛生器具設備など、機械設備工事一
式を施工。

白糠小中学校外統合事業

次回の定例会は
９月中旬予定です。

承認

議員の派遣

　駅舎・駅周辺整備の先進事例調査のため議員の
派遣を承認しました。
日時：令和３年７月１４日から１５日
場所：白老町、洞爺湖町、伊達市
対象：道の駅「しらぬか恋問」移転改築及び白糠
　　　駅前広場整備事業特別委員会委員

白糠町議会行政視察
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第 回

臨 会時

4

　7 月
　5 日

・令和３年度補正予算
・工事請負契約の締結
・議員の派遣

１

可決

3 年度補正予算
一般会計補正予算

補正合計 173 万 8 千円
総額 174 億 5,223 万 1 千円

●増額
道の駅しらぬか恋問建設用地　1,738,000 円

議 

員 

表 

彰

　

議
会
議
員
と
し
て
10
年
以
上
在
籍
し
、
功
労

の
あ
っ
た
者
と
し
て
、
釧
路
町
村
議
会
議
長
会

よ
り
小
野
議
員
、
中
村
議
員
、
中
河
議
員
、
立

石
議
員
、
折
出
議
員
の
５
名
が
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

中村議員中村議員

報告

　ビシィラ・メーガン・エリザベスさん退任あい
さつ ( 抜粋 )

　白糠町での３年間、本当に貴重でかけがえのな
い時間を過ごさせていただきました。
　私は主に、茶路小中学校で子どもたちに英語を
教えることを通して、子どもたちからたくさんの
感動と喜びをもらうことができました。
　８月から岩見沢市の国際交流員として、働くこ
とが決まっております。また、同じ北海道内で働
くことができることに喜びを感じているととも
に、不安も正直あります。
　しかし、私はこの白糠という素晴らしい場所で
過ごし、学んだこと全てを生かして、新しい場所
でも精一杯頑張っていきます。

メーガンさんメーガンさんマックスさんマックスさん

小野議員小野議員中河議員中河議員

立石議員立石議員

折出議員折出議員



一般質問

８

　坂本 勝雄 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ページ

　１ 道立広域公園に関して

　２ 栄橋通りの通学路に関して

　石田 正義 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ページ

　１ コープさっぽろ白糠店について

　２ 漁業振興策について

　３ 農業の振興について

　福地 裕行 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ページ

　１ 生協白糠店の閉店について

　２ コロナ禍騒動について

　小野 キサ 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ページ

　１ 『交通安全』対策について

　２ 読書機会の充実について

　中村 仁志 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ページ

　１ 町道の歩道整備について

　２ 検査費助成について

　中河 敏史 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ページ

　１ 新型コロナウイルス感染症の対応について

　２ コープさっぽろ白糠店の閉店について

　３ 企業誘致について

　澤原 孝行 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ページ

　１ 高齢者生きがい事業団の事業内容について

　２ 高齢者の活動支援について

　３ 和天別地区の町道の補修整備について

　山吉 公徳 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ページ

　１ 認知症対策の推進について

　２ 成年後見制度の推進について

　鎌田 民子 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・１５ページ

　１ 国民健康保険税の子ども均等割軽減の拡充について

　２ 医療従事者へ町独自の補助について

　※掲載している内容は、質問者自身が要約し広報広聴調査特別委員会

　　が校正したものです。

坂 本 勝 雄 議 員

一

般

質

問

問いかけ
提案する

議
員
９
名
が
21
件
31
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

※
一
般
質
問
～
1
人
90
分
以
内
で
、
町
長
・
教
育
長
に
対
し
て
広
く
町
政
に
関
す
る
説
明
を
求
め
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
１
月
、
本
町
が
道

立
広
域
公
園
の
誘
致
を
要
望
し
て

い
る
と
報
道
で
あ
っ
た
。
子
育
て

応
援
日
本
一
を
実
践
す
る
本
町
と

し
て
、
泊
別
地
区
に
整
備
を
求
め

て
い
る
道
立
広
域
公
園
に
関
し
て
、

道
と
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
考
え
を
伺

う
。

　　

平
成
10
年
に
９
番
目
の
道
立
公

園
誘
致
に
つ
い
て
要
望
調
査
が
あ

り
、
平
成
13
年
度
に
釧
路
管
内
市

町
村
同
意
の
も
と
本
町
を
候
補
地

と
し
て
決
定
し
、
早
期
実
現
に
向

け
て
要
望
活
動
を
継
続
し
て
き
た
。

　

昨
年
度
、
計
画
予
定
地
と
し
て

泊
別
地
区
周
辺
の
課
題
や
必
要
と

な
る
調
査
・
検
討
内
容
の
取
り
ま

と
め
が
北
海
道
に
お
い
て
実
施
さ

れ
た
。

　

本
年
度
は
、
釧
路
管
内
の
市
町

村
や
関
係
機
関
と
意
見
交
換
を
行

う
協
議
会
な
ど
を
設
け
、
地
域
と

課
題
を
共
有
し
な
が
ら
検
討
を
進

め
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

町
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
要

望
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

北
海
道
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

早
期
の
実
現
に
向
け
て
努
め
て
い

く
。

　

栄
橋
を
渡
り
高
校
方
面
に
進
ん

で
行
く
と
、
両
側
に
牧
草
地
が
あ

り
、
吹
雪
に
は
吹
き
溜
ま
り
が
で

き
、
歩
く
の
が
大
変
だ
と
聞
く
。

防
雪
柵
等
の
設
置
が
必
要
と
思
う

が
伺
う
。

　　

栄
橋
か
ら
橋
北
方
面
の
栄
橋
通

り
は
背
後
地
が
農
地
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
降
雪
時
や
暴
風
時

に
は
、
通
学
及
び
通
行
者
の
安
全

確
保
の
た
め
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
い
、
吹
き
溜
ま
り
の
発
生
状
況

に
応
じ
て
そ
の
都
度
除
雪
を
実
施

し
て
い
る
。

　

防
雪
柵
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

白
糠
学
園
の
開
校
を
控
え
て
お
り
、

新
た
な
通
学
路
に
な
る
こ
と
が
予

定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
冬
の

状
況
を
十
分
に
把
握
し
、
対
策
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

栄
橋
を
渡
り
高
校
方
面
に
向
っ

て
の
街
路
灯
が
暗
い
と
の
こ
と
で

あ
る
。
白
糠
小
学
校
と
白
糠
中
学

校
が
統
合
し
て
白
糠
学
園
に
な
る

の
で
、
安
心
安
全
の
た
め
に
明
る

い
街
路
灯
に
取
り
替
え
る
べ
き
と

考
え
る
が
伺
う
。

　

栄
橋
か
ら
白
糠
高
校
に
向
う
歩

道
に
は
、
通
行
者
の
安
全
性
を
図

る
た
め
に
防
犯
灯
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
設
置
間
隔
が
広
く
部
分
的

に
暗
い
箇
所
が
あ
る
こ
と
は
確
認

し
て
い
る
。

　

安
心
安
全
に
通
学
等
に
利
用
し

て
も
ら
う
た
め
、
西
庶
路
学
園
通

り
に
設
置
し
て
い
る
も
の
と
同
等

の
街
路
灯
を
白
糠
学
園
が
開
校
す

る
ま
で
に
整
備
で
き
る
よ
う
検
討

す
る
。

答

問答

問答
栄
橋
通
り
の
通
学
路

に
関
し
て

状
況
を
充
分
に
把
握

し
対
策
を
検
討
す
る

問

答 問

問答
道
立
広
域
公
園
に
関

し
て

北
海
道
と
連
携
を
図

り
、
早
期
の
実
現
に
努

め
る

夜の栄橋通り夜の栄橋通り
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一般質問 一般質問

８８

福 地 裕 行 議 員 石 田 正 義 議 員

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
り
購
買

額
減
少
、
店
舗
閉
店
と
コ
ー
プ
さ
っ

ぽ
ろ
白
糠
店
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
と

聞
く
、
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　　

５
月
18
日
執
行
役
員
の
方
々
が

お
見
え
に
な
り
、
白
糠
店
は
厳
し

い
経
営
状
態
が
続
く
も
の
と
分
析

し
、
閉
店
を
決
断
し
た
と
説
明
が

あ
っ
た
。
今
後
は
、
宅
配
事
業
や

移
動
販
売
に
重
点
を
置
き
事
業
展

開
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
今
回
の
閉
店
に
あ
た
っ
て
、
組
合

員
に
は
迷
惑
を
掛
け
な
い
と
の
話
で
、

ま
た
、
在
籍
の
従
業
員
は
、
グ
ル
ー

プ
内
店
舗
等
へ
の
配
置
替
え
で
対
応

し
、
店
舗
の
利
活
用
は
テ
ナ
ン
ト
等

を
探
し
、
見
つ
か
ら
な
い
時
は
除
去

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

従
業
員
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　

正
社
員
５
名
、
パ
ー
ト
従
業
員

35
名
が
就
労
し
て
い
る
が
、
正
社

員
は
他
店
舗
へ
配
置
の
予
定
で
、

パ
ー
ト
の
方
は
、
ト
ド
ッ
ク
や
移

動
販
売
事
業
か
、
近
隣
別
店
舗
で

の
雇
用
を
検
討
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　

宅
配
事
業
ト
ド
ッ
ク
は
継
続
さ

れ
る
の
か

　

宅
配
事
業
や
移
動
販
売
に
重
点

を
置
い
て
事
業
展
開
し
て
い
く
と

の
こ
と
な
の
で
、
継
続
さ
れ
る
と

判
断
し
て
い
る
。

　

前
浜
の
資
源
が
枯
渇
し
不
漁
で

あ
る
。
増
養
殖
の
取
り
組
み
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　　

漁
協
で
は
、
一
昨
年
よ
り
北
海

道
立
総
合
研
究
機
構
水
産
研
究
本

部
中
央
水
産
試
験
場
な
ど
、
関
連
機

関
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
ホ
タ

テ
貝
の
養
殖
事
業
の
検
討
を
進
め

て
お
り
、
来
年
度
か
ら
で
も
試
験

を
開
始
す
る
予
定
と
伺
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
漁
協
青
年
部
も
、
ヤ
マ

ト
シ
ジ
ミ
や
エ
ゾ
バ
イ
ツ
ブ
の
養

殖
を
模
索
し
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

町
と
し
て
も
積
極
的
に
支
援
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

陸
上
で
の
養
殖
の
取
り
組
み
が

あ
れ
ば
伺
う
。

　

ま
た
、
道
立
総
合
研
究
機
構
水

産
研
究
本
部
中
央
水
産
試
験
場
と

町
の
漁
業
関
係
職
員
の
つ
な
が
り

を
伺
う
。

　

陸
上
で
の
養
殖
に
つ
い
て
は
、

調
査
を
し
た
り
協
力
し
て
き
た
が
、

い
ろ
い
ろ
と
条
件
等
が
あ
っ
て
現

状
は
厳
し
い
。

　

水
産
試
験
場
と
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
デ
ー
タ
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
実
績
な

ど
、
前
浜
の
水
温
等
が
変
っ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
し
っ
か
り
指

導
し
て
も
ら
え
る
よ
う
連
携
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

漁
礁
や
産
卵
礁
な
ど
の
状
態
を

映
像
可
視
化
す
る
海
洋
調
査
の
実

施
に
つ
い
て
伺
う
。

　

前
浜
の
変
化
や
こ
れ
ま
で
に

行
っ
て
き
た
タ
コ
産
卵
礁
に
よ
る

増
養
殖
の
実
態
、
経
過
を
把
握
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
現
状
を
考
え

た
時
、
今
後
前
浜
が
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
資
源
管
理
や
新

た
な
増
養
殖
の
検
討
な
ど
、
将
来

に
向
け
て
前
浜
の
資
源
を
含
め
た

現
状
を
可
視
化
し
、
今
後
に
備
え

る
こ
と
は
重
要
と
考
え
、
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

こ
の
４
月
に
離
農
し
た
農
場
の

施
設
、
今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て

各
関
係
者
と
協
議
さ
れ
た
の
か
。

　　

施
設
は
、
農
協
の
管
理
の
も
と

現
在
売
買
等
の
調
整
を
図
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

農
地
は
、
農
業
委
員
会
の
あ
っ

せ
ん
に
よ
り
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
に

集
積
す
る
方
向
で
進
め
ら
れ
て
い

る
と
の
内
容
で
あ
る
。

　

農
地
と
施
設
を
含
め
て
考
え
る

必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

丹
頂
農
協
に
合
併
し
て
か
ら
今
日

ま
で
、
白
糠
町
内
の
酪
農
家
は
何

戸
離
農
さ
れ
た
の
か
。

　

農
協
と
し
て
細
部
に
わ
た
る
営

業
指
導
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
。

　

合
併
は
平
成
18
年
6
月
。
平
成

17
年
度
組
合
員
は
82
戸
、
昨
年
5

月
は
35
戸
で
47
戸
の
減
で
あ
る
。

　

離
農
者
の
方
に
債
務
が
残
ら
な

い
よ
う
な
形
で
農
協
の
相
談
を
受

け
な
が
ら
、
離
農
者
の
方
に
寄
り

添
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

　
　
　
　
　

　

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
の
３
月
期
決

算
は
過
去
最
高
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
閉
店
と
の
こ
と
。

　

こ
れ
は
ひ
と
え
に
、
わ
が
町
の

政
策
の
貧
困
に
よ
る
極
端
な
人
口

減
少
と
高
齢
化
率
42
％
程
、
更
に

は
全
国
的
に
み
て
も
貧
し
い
町
ゆ

え
の
エ
ン
ゲ
ル
係
数
の
高
さ
が
要

因
。

　

慢
性
的
な
赤
字
状
態
を
打
開
で

き
な
い
た
め
。
ま
た
販
売
形
態
の

変
化
も
あ
り
、
着
実
に
売
上
げ
が

伸
び
て
い
る
宅
配
事
業
や
移
動
販

売
に
重
点
を
置
き
事
業
を
展
開
と

の
こ
と
。

　

従
業
員
は
配
置
替
え
し
、
店
舗

は
テ
ナ
ン
ト
等
が
見
つ
か
ら
な
け

れ
ば
除
去
の
予
定
。

　
き
れ
い
ご
と
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。

要
は
も
う
け
ら
れ
な
い
だ
け
の
話
。

　

40
％
以
上
の
人
口
減
が
全
て
を

物
語
る
。
人
口
統
計
調
査
に
よ
る

と
２
０
４
５
年
に
は
２
，
６
５
７

人
に
な
る
。
こ
れ
は
北
海
道
で
上

か
ら
８
番
目
。
ま
た
生
活
保
護
率

は
、
全
道
町
村
で
９
番
目
。
実
態
を

認
識
し
、
危
機
感
を
し
っ
か
り
も
っ

て
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

白
糠
と
小
樽
が
閉
店
し
、
一
方

札
幌
で
は
２
店
が
新
規
開
店
。

　

だ
が
、
疲
弊
し
て
い
る
わ
が
町

の
経
済
に
も
、
視
点
を
当
て
な
け

れ
ば
。

　

で
き
る
限
り
の
対
応
は
し
た
結

果
、
財
政
的
に
潤
っ
て
き
た
が
、

子
や
孫
の
た
め
に
し
っ
か
り
忠
実

に
や
る
べ
き
こ
と
を
講
じ
て
い
く
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
が
な
け
れ
ば
胸

を
張
れ
る
状
況
か
。

　

働
く
場
所
＝
一
次
産
業
を
再
興

さ
せ
な
け
れ
ば
人
口
減
少
は
止
ま

ら
な
い
。

　
要
は
経
済
だ
が
、
魅
力
あ
る
一
次

産
業
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
手

法
と
覚
悟
に
差
異
が
あ
る
。

　

食
糧
と
環
境
の
こ
と
を
考
え
て

も
、
気
候
風
土
と
資
源
を
活
か
し

て
い
く
。

　

欺
ま
ん
と
う
そ
に
満
ち
た
政
府

や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
始
め
と
し
た
メ
デ
ィ

ア
は
恐
怖
心
を
あ
お
る
報
道
ば
か

り
で
あ
り
、
国
民
は
日
夜
翻
弄
さ

れ
続
け
て
い
る
。
陽
性
と
感
染
、

発
症
は
違
う
の
が
医
学
の
常
識
な

の
に
単
な
る
陽
性
を
感
染
と
し
危

機
感
を
あ
お
っ
て
い
る
。

　
ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
を
検
出
し
て
い
る
と
い
う

科
学
論
文
、
併
せ
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
存
在
を
証
明
す
る
科

学
論
文
は
、
世
界
中
ど
こ
に
も
な

い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　
ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
ウ
イ
ル
ス
保
有

検
査
し
て
い
る
が
、
変
異
ウ
イ
ル

ス
は
感
染
力
も
強
い
の
で
、
よ
り

一
層
の
慎
重
な
行
動
を
お
願
い
し

て
い
く
。
科
学
論
文
は
承
知
し
て

い
な
い
。

　

例
年
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
２
０
０
０
万
人
が
り
患

し
、
１
０
０
０
万
人
が
受
診
、

８
０
０
０
人
か
ら
１
万
２
０
０
０

人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。「
コ
ロ

ナ
」
が
世
界
と
比
し
て
少
な
い
の

は
、
日
本
民
族
の
免
疫
力
の
高
さ

と
清
潔
さ
で
あ
る
。
論
文
の
あ
る

な
し
を
調
べ
て
も
い
な
い
と
は
何

事
か
。

　

論
文
が
無
け
れ
ば
、
ウ
イ
ル
ス

の
存
在
を
証
明
で
き
な
い
。
で
は
、

な
ぜ
ワ
ク
チ
ン
が
必
要
か
。

　

全
て
は
茶
番
・
う
そ
に
な
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
な
る
も
の
は
、
接

触
感
染
が
主
。
感
染
症
対
策
は
、

感
染
源
・
感
染
経
路
の
特
定
が
第

一
義
。
国
は
判
か
っ
て
い
て
も
公

表
せ
ず
、
根
拠
の
な
い
こ
と
ば
か

り
言
っ
て
経
済
を
ガ
タ
ガ
タ
に
し

て
い
る
。
こ
ん
な
こ
と
を
い
つ
ま

で
も
許
す
訳
に
は
い
か
な
い
。

　

国
を
信
頼
し
、
政
策
に
基
づ

い
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
推
奨
し
、

し
っ
か
り
打
っ
て
も
ら
う
の
が
執

行
者
の
務
め
で
あ
る
。

　

論
文
の
あ
る
な
し
を
な
ぜ
国
に

問
い
合
わ
せ
な
い
の
か
。
町
民
の

命
を
守
る
の
が
務
め
だ
。

　
ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
だ
っ
て
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
を
含
む
８
種
類
の
ウ
イ

ル
ス
等
に
陽
性
反
応
を
示
す
と
云

わ
れ
て
い
る
。
検
査
の
母
数
が
今

後
更
に
増
え
る
か
ら
陽
性
者
が
い

な
く
な
る
こ
と
は
な
い
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
自
殺
・
交
通

事
故
・
熱
中
症
・
末
期
が
ん
・
脳

卒
中
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
後
、
ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
で
陽
性
な
ら
コ
ロ
ナ

死
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。

よ
っ
て
実
際
の
感
染
者
数
・
死
亡

数
は
10
分
の
１
く
ら
い
で
は
な
い

か
。

　

尊
い
命
を
失
っ
て
い
る
。
国
は
、

接
種
の
メ
リ
ッ
ト
が
圧
倒
的
に
大

き
い
と
勧
め
て
い
る
の
だ
か
ら
信

頼
し
、
行
政
の
長
と
し
て
推
奨
し

て
い
く
。

　

遺
伝
子
組
換
え
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
、
人
類
始
ま
っ
て
以
来
初
め
て
。

人
体
実
験
だ
か
ら
将
来
の
こ
と
は

誰
に
も
判
ら
な
い
。

　

64
歳
以
下
の
人
に
は
よ
く
よ
く

考
え
て
判
断
す
る
よ
う
周
知
す
べ

き
で
あ
る
。

　

国
を
信
頼
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

す
る
こ
と
が
ベ
タ
ー
で
あ
る
が
、

よ
く
精
査
し
て
、
判
断
い
た
だ
く

よ
う
に
努
め
る
。

答

答問

答 問

問

問答

問答
コ
ロ
ナ
騒
動
は
茶
番

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
勧

め
る

問答問

答問

答問

問答
生
協
の
閉
店
は
政
策

の
貧
困
！

要
因
は
販
売
形
態
の

変
化

問答
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
白

糠
店
に
つ
い
て

宅
配
事
業
、
移
動
販

売
に
重
点
を
置
き
事

業
展
開
し
て
い
く
と

聞
い
て
い
る

問

問

答

答 問

問

答

答

問答
漁
業
振
興
と
し
て
の

増
養
殖
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

前
浜
の
活
気
が
取
り
戻

さ
れ
る
よ
う
積
極
的
に

支
援
し
て
い
く

問

問答
離
農
し
た
農
場
の
施
設

の
利
活
用
に
つ
い
て

農
協
と
相
談
し
な
が

ら
離
農
者
に
寄
り

添
っ
て
進
め
て
い
く

答

問答問

問

答

答答
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８８

≪事故件数と死亡者数≫

事故件数 死亡

者数人対車 車対車 合計

平成 31 年（令和元年）

１月から 12 月
１件 ４件 ５件 １人

令和２年

１月から 12 月
１件 ３件 ４件 ０人

令和３年

１月から　４月
２件 ４件 ６件 ２人

≪年代別事故件数≫

2019 年 1 月から 2021 年４月まで

10 代 １件 50 代 ２件

20 代 ２件 60 代 ５件

30 代 ０件 70 代 １件

40 代 ４件 80 代 ０件

中 村 仁 志 議 員 小 野 キ サ 議 員

　

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
交

通
安
全
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

る
が
、
直
近
の
町
民
死
亡
事
故
な

ど
多
発
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
31
年
１
月
か
ら
令
和
３
年

４
月
末
ま
で
に
発
生
し
た
人
身
事

故
件
数
と
内
容
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　　

過
去
３
年
間
に
町
内
在
住
者
３

名
の
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
。
二

度
と
こ
の
よ
う
な
事
故
が
起
き
な

い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

交
通
安
全
対
策
の
現
況
と
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

町
交
通
安
全
運
動
推
進
協
議
会

を
中
心
に
交
通
安
全
母
の
会
や
警

察
等
関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
、

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
に
重
点
を
置
き
推
進
し
て
い
る
。

　

特
に
、
全
町
民
を
対
象
と
し
た

「
旗
の
波
作
戦
」「
交
通
安
全
町
民

大
会
」
の
開
催
な
ど
や
関
係
団
体

と
連
携
し
た
啓
発
活
動
を
実
施
し

て
い
る
。

　

本
年
３
月
、
４
月
の
町
民
死
亡

事
故
を
受
け
、
さ
ら
な
る
街
頭
啓

発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
後
の
交
通
事
故
の
抑
止
に
つ

い
て
は
、
関
係
団
体
及
び
機
関
と

連
携
を
図
り
、
安
全
で
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
町
民
一
人

ひ
と
り
の
交
通
安
全
思
想
の
意
識

向
上
に
向
け
て
普
及
啓
発
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

①
交
通
安
全
町
民
大
会
は
年
齢
・

性
別
に
関
係
な
く
参
加
で
き
る
よ

う
、
内
容
等
を
検
討
す
る
。

②
国
道
38
号
の
事
故
現
場
付
近
の

山
側
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
８
ｍ
間

隔
で
50
個
の
反
射
板
設
置
が
決
定

し
た
。

③
交
通
量
等
安
全
に
必
要
な
箇
所

に
随
時
啓
発
看
板
を
設
置
す
る
。

　

本
年
度
の
方
針
で
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
本
に
触
れ

る
場
の
提
供
を
掲
げ
て
い
る
。

　

高
齢
者
や
弱
視
障
が
い
者
が
利

用
し
や
す
い
大
活
字
本
の
蔵
書
数

と
今
後
の
増
冊
の
考
え
を
伺
う
。

　

現
在
、
公
民
館
図
書
室
に
は
、

21
タ
イ
ト
ル
、
35
冊
が
あ
り
、
１

冊
あ
た
り
の
貸
出
状
況
は
約
６
名

で
、
延
べ
２
０
０
名
が
利
用
し
て

い
る
。

　

増
冊
に
つ
い
て
、
本
年
度
は
20

冊
の
購
入
の
見
込
み
で
あ
る
。　

利
用
向
上
に
向
け
て
、
町
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
て
い

く
。

　

児
童
生
徒
の
読
書
意
欲
向
上
の

た
め
、『
読
書
通
帳
』
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

読
書
活
動
は
、
子
ど
も
が
人
生

を
よ
り
深
く
生
き
る
力
を
身
に
付

け
て
い
く
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
「
読
書
通
帳
」
は
、
利
用
者
が

借
り
た
本
の
タ
イ
ト
ル
や
作
者
名

等
が
記
録
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
読
書
通
帳
」
は
、
今
年
度
公

民
館
図
書
室
に
導
入
す
る
図
書
管

理
シ
ス
テ
ム
と
と
も
に
整
備
す
る

こ
と
に
な
り
、
児
童
生
徒
や
一
般

町
民
の
本
を
借
り
る
機
会
が
増
す

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

将
来
的
に
は
、
学
校
図
書
館
と

連
携
し
借
り
た
本
の
記
帳
も
可
能

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

図
書
室
の
運
営
を
支
え
て
い
る

『
図
書
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
「
図
書
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
、

読
書
活
動
の
推
進
と
公
民
館
図
書

室
の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
平
成
25
年
よ
り
活
動
し

て
い
る
。
現
在
、
大
人
２
名
と
中

学
生
１
名
が
登
録
し
て
い
る
。

　

今
後
は
年
2
回
開
催
す
る
「
図

書
室
ま
つ
り
」
な
ど
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
大
切
さ
を
周
知
し
、
登

録
者
の
発
掘
に
努
め
る
。
将
来
的

に
は
登
録
し
た
子
ど
も
を
中
心
に
、

図
書
司
書
の
資
格
取
得
に
向
け
た

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

　

ふ
れ
あ
い
児
童
館
前
の
町
道
に

は
一
部
歩
道
が
あ
る
が
、
庶
路
学

園
か
ら
児
童
館
に
通
う
子
ど
も
た

ち
が
通
る
明
治
通
り
か
ら
児
童
館

ま
で
に
は
歩
道
が
無
い
。
車
の
通

行
量
も
多
く
危
険
な
の
で
歩
道
整

備
が
必
要
と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

　

明
治
通
り
か
ら
児
童
館
ま
で
の

西
庶
路
東
２
条
通
り
の
歩
道
未
整

備
区
間
は
、
学
校
の
移
転
に
よ
り

児
童
館
を
利
用
す
る
児
童
の
ル
ー

ト
が
変
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
歩
道

整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
理
解

し
て
い
る
。

　

過
去
に
も
検
討
し
た
が
、
歩
道

を
設
置
す
る
た
め
の
道
路
用
地
の

取
得
や
建
物
の
移
転
補
償
な
ど
、

課
題
が
あ
り
断
念
し
た
経
過
で
あ

る
。

　

庶
路
学
園
か
ら
の
子
ど
も
の
通

路
と
な
る
こ
と
か
ら
、
今
一
度
、

道
路
用
地
の
確
保
が
可
能
な
の
か

を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

　

厚
生
労
働
省
の
推
計
で
約

１
４
０
万
人
に
上
る
不
育
症
患
者

が
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
妊
娠

し
て
も
流
産
や
死
産
を
繰
り
返
す

不
育
症
に
つ
い
て
、
保
険
が
適
用

さ
れ
な
い
検
査
費
用
を
助
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、
患
者
の
経
済
的
、

精
神
的
な
負
担
軽
減
へ
の
重
要
な

一
歩
と
な
る
が
、
町
と
し
て
助
成

で
き
な
い
か
伺
う
。

　　

不
育
症
と
は
、
２
回
以
上
の
流

産
、死
産
、早
期
新
生
児
死
亡
（
生

後
７
日
以
内
）
の
既
往
が
あ
る
場

合
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　

原
因
の
80
％
が
胎
児
の
偶
発
的

な
染
色
体
異
常
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
流
産
を
繰
り
返
す
場
合
に
は
、

そ
の
他
に
夫
婦
の
染
色
体
異
常
、

妻
側
の
要
因
と
し
て
子
宮
の
形
態

異
常
、
内
分
泌
代
謝
異
常
、
凝
固

異
常
な
ど
が
あ
る
。

　

助
成
制
度
は
現
在
、
北
海
道
で

実
施
し
て
い
る
不
育
症
治
療
費
助

成
事
業
が
あ
り
、
不
育
症
の
検

査
・
治
療
に
要
し
た
費
用
に
対
し

て
、
１
回
の
検
査
・
治
療
に
つ
き

10
万
円
を
上
限
額
と
し
て
助
成
し

て
い
る
。
釧
路
管
内
で
は
、
助
成

事
業
を
開
始
し
た
平
成
29
年
か
ら

令
和
２
年
ま
で
の
４
年
間
で
、
16

名
の
利
用
実
績
が
あ
り
、
全
て
１

回
の
検
査
・
治
療
費
の
申
請
額
が

助
成
の
上
限
額
10
万
円
以
内
に
収

ま
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
４
年
間
に
お
け
る
本
町

の
申
請
は
な
い
。
対
象
の
方
が
い

た
場
合
に
お
い
て
も
、
北
海
道
の

助
成
の
中
で
十
分
対
応
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

問答
流
産
や
死
産
を
繰
り
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す

不
育
症
に
つ
い
て
町
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き
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か

北
海
道
の
助
成
の
中

で
十
分
対
応
で
き
る
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検
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わ
が
国
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
終
息
す
る
気

配
が
な
い
。
北
海
道
は
全
国
的
に

み
て
も
感
染
率
が
高
く
、
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
白
糠
町
に
お

い
て
65
歳
以
上
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
始
ま
り
今
後
の
効
果
が
期
待
さ

れ
る
が
、
現
在
、
若
年
層
に
も
感

染
が
広
が
り
、
早
急
な
対
策
が
必

要
だ
が
対
応
は
。

　　

高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

６
月
27
日
に
２
回
目
の
接
種
が
終

了
す
る
。
64
歳
以
下
の
接
種
は
、

６
月
中
に
意
向
調
査
を
行
い
、
ワ

ク
チ
ン
が
確
保
さ
れ
次
第
希
望
者

に
接
種
を
開
始
す
る
。

　

64
歳
以
下
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

何
歳
か
ら
か
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
開
始
時
期
は
。

　

12
歳
以
上
を
対
象
と
し
て
関
係

機
関
と
協
議
し
、
７
月
下
旬
を
想

定
し
て
い
る
。

　

全
体
を
含
め
た
今
後
の
対
策
は
。

　

接
種
を
希
望
す
る
町
民
に
全
力

で
対
応
し
て
い
く
。
町
が
接
種
し

て
い
る
ワ
ク
チ
ン
の
感
染
予
防
効

果
は
95
％
と
有
効
性
が
極
め
て
高

く
、
ワ
ク
チ
ン
の
必
要
性
は
認
識

し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

引
き
続
き
、
マ
ス
ク
着
用
、
手
洗

い
・
消
毒
の
励
行
、
不
要
不
急
の

外
出
の
自
粛
、
会
食
時
の
人
数
制

限
、
人
と
人
と
の
接
触
を
抑
え
る

な
ど
、
一
人
一
人
の
日
々
の
行
動

制
限
が
感
染
防
止
に
つ
な
が
る
こ

と
を
啓
発
し
て
い
く
。
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
、
健
康
を
守
る

た
め
健
診
事
業
等
を
実
施
し
た
い
。

　

個
人
情
報
の
問
題
も
あ
る
が
感

染
情
報
の
開
示
が
必
要
で
あ
る
と

思
う
が
。

　

北
海
道
で
開
示
の
仕
方
を
検
討

し
て
い
る
。

　

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
白
糠
店
の
閉

店
を
検
討
す
る
報
道
が
な
さ
れ
た
。

今
後
、
多
く
の
問
題
が
生
じ
る
と

思
う
が
。

　

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
白
糠
店
は
毎

年
５
０
０
０
万
円
程
度
の
赤
字
が

続
い
て
い
る
。
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ

と
し
て
は
、
長
年
に
わ
た
る
不
採

算
店
舗
で
あ
り
、
今
後
も
慢
性
的

な
赤
字
状
態
を
打
開
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
閉
店
を
決
断
し
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。「
ト
ド
ッ
ク
」
は
今

後
も
継
続
し
て
事
業
展
開
し
、
従
業

員
に
つ
い
て
は
配
置
替
え
で
対
応
。

店
舗
に
つ
い
て
は
、
テ
ナ
ン
ト
の

募
集
、
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
場
合

は
除
去
す
る
と
の
考
え
で
あ
る
。

　

テ
ナ
ン
ト
が
見
つ
か
れ
ば
よ
い

が
、
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
今
後
の

移
住
者
に
も
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

　

既
存
の
方
々
も
含
め
色
々
な
展

開
を
検
討
し
て
い
く
。

　

町
内
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
が

か
か
ら
な
い
が
、
解
決
に
向
け
た

努
力
が
必
要
で
あ
る
。
要
因
と
し

て
雇
用
の
場
が
あ
げ
ら
れ
る
、
企

業
誘
致
の
現
況
は
。

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

一
番
の
対
策
は
、
雇
用
の
場
と
働

く
人
の
確
保
で
あ
る
。
既
存
の
働

く
場
を
守
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
本
町
の
恵
ま
れ
た
自
然
と

豊
か
な
地
域
資
源
を
利
活
用
し
な

が
ら
、
新
た
な
産
業
誘
致
や
雇
用

の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
企
業
誘
致
に
あ

た
っ
て
は
釧
路
白
糠
工
業
用
水
道

の
利
用
推
進
の
観
点
か
ら
も
、
地

場
産
業
に
関
連
す
る
用
水
型
の
企

業
の
誘
致
を
は
じ
め
、
第
一
次
産

業
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
融

合
し
た
生
産
活
動
に
対
す
る
起
業

化
や
企
業
立
地
に
主
眼
を
置
い
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

一
次
産
業
を
含
め
た
企
業
誘
致

を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
横
と
の

連
携
を
図
る
セ
ク
シ
ョ
ン
を
も
う

け
て
は
。

　

企
業
誘
致
は
企
画
財
政
課
が
担

当
し
て
い
る
が
、
情
報
収
集
等
は
、

経
済
課
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
。

　

高
齢
者
生
き
が
い
事
業
団
は
、

草
刈
作
業
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

事
業
団
に
は
色
々
な
資
格
を
持
っ

て
い
る
方
々
が
い
る
の
で
、
幅
広

く
活
用
さ
れ
る
よ
う
事
業
内
容
を

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
町
と
し

て
取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

　

白
糠
町
高
齢
者
生
き
が
い
事
業

団
は
、
現
在
26
名
の
会
員
に
よ
り
、

住
宅
や
私
有
地
の
草
刈
り
を
は
じ

め
、
造
園
・
緑
化
作
業
、
施
設
の

清
掃
な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
お
り
、

町
も
公
園
や
町
有
地
の
草
刈
り
の

ほ
か
、
令
和
２
年
度
か
ら
は
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
世
帯
の
除
雪

サ
ー
ビ
ス
を
委
託
し
て
い
る
。　

　
現
状
は
、
丁
寧
な
仕
事
が
町
民
に

評
価
さ
れ
、
受
託
実
績
も
多
く
、
安

定
的
な
事
業
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

事
業
内
容
の
Ｐ
Ｒ
は
、
生
き
が

い
事
業
団
に
お
い
て
、
毎
年
チ
ラ

シ
を
町
広
報
に
折
込
配
布
し
て
い

る
が
、
町
と
し
て
も
十
分
連
携
を

図
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

生
き
活
き
し
ら
ぬ
か
事
業
の
う

ち
、
対
象
が
70
歳
、
75
歳
以
上
に

な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
対

象
年
齢
を
引
き
下
げ
、
多
く
の
高

齢
者
の
方
々
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
伺

う
。

　
現
状
に
お
い
て
は
、
生
き
活
き
し

ら
ぬ
か
事
業
は
そ
れ
ぞ
れ
順
調
に
事

業
推
進
し
て
お
り
、
対
象
年
齢
の
引

き
下
げ
は
考
え
て
い
な
い
。
今
後
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
に
よ
り
、
対

象
年
齢
を
含
め
て
総
合
的
に
判
断
し

取
り
組
み
を
考
え
て
い
く
。

　

５
月
だ
け
で
12
人
が
死
亡
し
て

い
る
。
こ
の
中
に
は
、
町
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
な
い
で
、
亡
く

な
っ
て
い
る
人
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

一
年
で
も
早
く
65
歳
か
ら
対
象
に

す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　　

現
状
で
は
、
こ
の
対
象
年
齢
の

設
定
は
、
適
正
と
考
え
て
い
る
。

　

国
道
38
号
か
ら
坂
の
丘
・
下
和

天
別
を
通
り
河
原
に
至
る
町
道
は
、

物
流
の
大
型
車
両
の
交
通
が
増
加

し
て
い
る
が
、
路
肩
の
舗
装
が
沈

下
し
て
い
る
な
ど
、
危
険
な
箇
所

も
あ
る
こ
と
か
ら
補
修
す
る
考
え

は
な
い
か
伺
う
。

　

白
糠
音
別
線
、
中
央
幹
線
は
、

和
天
別
地
区
を
連
絡
す
る
重
要
な

幹
線
道
路
で
あ
る
。
路
肩
の
沈
下

箇
所
は
確
認
を
し
て
お
り
、
通
行

に
は
大
き
な
支
障
が
な
い
も
の
と

認
識
し
て
い
る
が
、
交
通
安
全
上
、

定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
と
維
持
補

修
を
行
い
、
老
朽
化
が
著
し
い
部

分
は
、
計
画
的
に
改
修
し
て
い
き

た
い
。

問

問

問答
64
歳
以
下
の
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

対
応
は

ワ
ク
チ
ン
が
確
保
さ

れ
次
第
接
種
す
る

問

問 答

答

問

問

答

答

問答
生
き
が
い
事
業
団
の

活
動
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ

で
き
な
い
か

十
分
連
携
を
図
り
取
り

組
ん
で
い
く

問答

答

答

問答
生
き
活
き
し
ら
ぬ
か

事
業
の
対
象
を
広
げ

て
は
ど
う
か

事
業
を
総
合
的
に
判

断
し
て
い
く

問答
和
天
別
地
区
の
町
道

補
修
整
備
に
つ
て

計
画
的
に
舗
装
改
修

し
て
い
く

問答

問答
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
白

糠
店
の
今
後
は

閉
店
す
る

問答
企
業
誘
致
の
現
況
は

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

答

問問

答

答

問

問答
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一般質問 一般質問

８８

鎌 田 民 子 議 員 山 吉 公 徳 議 員

　

２
０
１
２
年
の
高
齢
社
会
白
書

で
は
、
全
国
で
認
知
症
患
者
数
が

４
６
２
万
人
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
７
人
に
１
人
（
有
病
者

15
％
）
の
割
合
で
あ
っ
た
の
が
、

２
０
２
５
年
に
は
、
約
７
０
０
万

人
、
５
人
に
１
人
に
な
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。
本
町
も
近
い

将
来
総
人
口
が
減
少
し
、
高
齢
者

人
口
の
割
合
は
増
加
す
る
も
の
と

予
測
さ
れ
る
。

　

現
在
に
お
け
る
認
知
症
患
者
数

の
実
態
と
、
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

　

町
と
し
て
把
握
し
て
い
る
認
知

症
患
者
の
実
態
は
、
介
護
認
定
審

査
会
に
お
け
る
医
療
機
関
の
意
見

書
で
、
何
ら
か
の
認
知
症
の
症
状

が
み
ら
れ
る
方
３
４
１
名
。
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
認
知
症
に

関
す
る
相
談
を
受
け
た
方
26
名
の

計
３
６
７
名
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
対
策
は
、
認
知
症
に
関

わ
る
相
談
先
と
し
て
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
周
知
強
化
、
予
防

対
策
と
し
て
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
予
防
教
室
を
充
実
し
、
要
介
護

状
態
と
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
、
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
推
進
し
て
い
く
。

　
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
」
を
ど
の
よ
う
に
し
て
推
進

し
て
い
く
の
か
。

　

医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い

や
生
活
支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ

れ
る
体
制
が
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

介
護
予
防
や
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
を
実
施
し
た
地
域
支
援
事
業

の
充
実
、
在
宅
医
療
や
介
護
の
連

携
事
業
で
あ
る
包
括
的
支
援
事
業

の
充
実
に
取
り
組
み
、
構
築
を
推

進
し
て
い
く
。

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
、

ど
の
よ
う
な
組
織
で
、
ど
の
よ
う

な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
は
何
か
特
別
な
こ

と
を
す
る
の
で
は
な
く
、
認
知
症

を
理
解
し
た
認
知
症
の
人
へ
の
応

援
者
で
あ
る
。
ま
ず
温
か
い
目
で

見
守
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
を
行
う
と
と
も
に
、

サ
ポ
ー
タ
ー
が
幅
広
く
活
動
で
き

る
機
会
づ
く
り
の
創
出
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
行
く
。

　

認
知
症
・
精
神
障
が
い
や
知
的

障
が
い
な
ど
の
理
由
で
、
判
断
力

が
著
し
く
低
下
し
て
い
る
方
々
を

支
援
（
主
に
財
産
管
理
）
す
る
た

め
、
こ
の
制
度
が
あ
る
と
理
解
し

て
い
る
。

　

本
町
に
お
け
る
成
年
後
見
制
度

の
利
用
状
況
と
、
今
後
の
利
用
推

進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

成
年
後
見
制
度
に
は
、
認
知
症

な
ど
精
神
上
の
障
が
い
に
よ
り
判

断
能
力
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
契

約
等
の
意
思
決
定
が
で
き
な
い
な

ど
の
た
め
に
、
事
前
に
後
見
人
を

決
め
て
お
く
「
任
意
後
見
制
度
」

が
あ
る
。

　

本
町
に
お
け
る
成
年
後
見
制
度

の
利
用
状
況
は
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
４
名
と
な
っ
て
い
る
。
市
民

後
見
人
は
５
名
が
選
任
さ
れ
活
動

さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
の
利
用
推
進
の
取
り
組
み

は
、
業
務
委
託
し
て
い
る
白
糠
町

社
会
福
祉
協
議
会
が
周
知
活
動
を

行
っ
て
い
る
が
、
引
き
続
き
制
度

及
び
相
談
窓
口
の
普
及
啓
発
に
努

め
て
い
た
だ
く
よ
う
働
き
か
け
て

い
く
。

　

ま
た
、
市
民
後
見
人
の
養
成
講

座
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
制
度
の

推
進
を
図
り
た
い
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
施
設
や
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
を
活
用
し
て
、

普
及
を
図
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
計
画
は
あ
る
の
か
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
を
し

て
進
め
て
い
る
の
が
中
心
だ
が
、

今
後
は
制
度
の
普
及
啓
発
や
相
談

窓
口
に
つ
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
周

知
し
て
い
く
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
２
０
２
２
年

４
月
か
ら
未
就
学
児
に
限
っ
て
国

民
健
康
保
健
税
均
等
割
の
５
割
を

公
費
で
軽
減
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽

減
の
観
点
か
ら
、
未
就
学
児
に
限

ら
ず
、
町
独
自
に
対
象
を
拡
大
さ

せ
て
は
ど
う
か
伺
う
。　

　

均
等
割
保
険
税
は
、
大
人
・
子

ど
も
に
関
係
な
く
、
一
世
帯
当
た

り
の
国
保
加
入
者
の
人
数
に
応
じ

て
、
負
担
を
求
め
る
制
度
で
あ
る
。

現
行
制
度
で
は
、
低
所
得
世
帯
に

対
し
て
は
、
所
得
に
応
じ
た
軽
減

措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
加
え
、
こ
の
た
び
の
法

改
正
に
よ
り
、
子
育
て
世
帯
の
経

済
的
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
、
未

就
学
児
に
係
る
均
等
割
保
険
税
の

５
割
を
、
国
２
分
の
１
、
都
道
府

県
４
分
の
１
、　

市
町
村
４
分
の

１
で
公
費
負
担
し
、
軽
減
す
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　

子
育
て
支
援
は
子
ど
も
全
員
に

等
し
く
支
援
す
る
こ
と
を
基
本
と

し
て
い
る
。
北
海
道
で
統
一
し
た

標
準
例
の
策
定
を
検
討
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
単
独
で

の
軽
減
措
置
は
考
え
て
い
な
い
。

　

対
象
と
な
る
未
就
学
児
は
何
人

い
る
の
か
、
軽
減
額
の
試
算
は
い

く
ら
か
。

　

令
和
２
年
ベ
ー
ス
で
、
42
世
帯

58
名
、
68
万
６
０
０
円
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
医
療
機
関
の
協
力
で
日

程
通
り
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

接
種
日
は
す
べ
て
、
土
曜
日
と
日

曜
日
に
な
っ
て
お
り
、
当
然
の
こ

と
と
し
て
休
み
も
な
い
ま
ま
月
曜

日
か
ら
通
常
勤
務
と
な
り
、
負
担

が
か
か
っ
て
い
る
と
思
う
。

　

国
か
ら
委
託
料
と
し
て
予
算
化

さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
一
人
当

り
の
補
助
額
は
い
く
ら
か
。

　

国
と
は
別
に
町
独
自
の
手
当
を

考
え
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
伺

う
。

　

町
内
の
３
医
療
機
関
の
全
面
的

な
協
力
が
な
け
れ
ば
到
底
実
現
で

き
な
い
も
の
で
あ
り
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
週
末
の
10

日
間
に
わ
た
り
集
団
接
種
方
式
で

実
施
し
て
お
り
、
各
医
療
機
関
か

ら
は
医
師
、
看
護
師
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
の
協
力

を
得
て
対
応
し
て
い
る
。

　

週
末
の
休
日
に
診
療
時
間
外
に

対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
、

医
師
１
日
あ
た
り
７
万
７
０
０
０

円
、
看
護
師
１
日
あ
た
り

２
万
７
０
０
０
円
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
に
つ
い
て
は
、
休
日
等
の

接
種
１
回
に
つ
き
、
４
，
６
２
０

円
で
、
医
師
会
と
も
相
談
し
理
解

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

委
託
料
も
含
め
、「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策

確
保
事
業
費
国
庫
補
助
金
」
で
国

か
ら
全
額
補
填
さ
れ
る
の
で
、
町

独
自
の
手
当
は
な
い
。

答

答問

問答
認
知
症
対
策
は
ど
う
進

め
る
の
か

関
係
機
関
と
連
携
し

て
進
め
て
い
く

問

問

答

答

答

問

問

問答
医
療
従
事
者
へ
町
独
自

の
手
当
の
補
助
に
つ
い

て国
か
ら
全
額
補
填
さ

れ
て
い
る

問答
子
ど
も
均
等
割
軽
減

の
拡
充
に
つ
い
て

町
独
自
の
軽
減
は
し

な
い

問答

問答

答 問

問答
必
要
性
が
高
ま
る
後
見

人
に
つ
い
て

養
成
講
座
の
推
進
を

図
る
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委 員 会 ・

協 議 会 の 活 動

⃝海岸地域の津波避難対策について
　住民の避難プラン、災害時要援護者対策計画、ハ
ザードマップの作成について、担当課から説明を受け
た。
・住民の避難プランでは、東日本大震災以後、津波
警報の発表時には、津波指定避難場所や高台にいち
早く避難することを周知、啓発している。(10 年を経
過した今も変わらない。)
　自身の身を守る「自助」、地域は自分たちで守る「共
助」の取り組みも啓発している。
・災害時要援護者対策計画では、高齢者、障がい者
の避難対策として、地域の協力体制を確立するため、「ふ
れあい連絡票」を整備し、消防、警察、町内会などの
支援機関に提出するとともに、地域で避難訓練や防災

訓練を実施するなど、官民で一緒に対策を講じている。
・ハザードマップの作成では、北海道が津波の浸水想
定を公表後、データを精査し、ハザードマップを作成
する。秋には広報やチラシで全戸配布できると考えて
いる。

【主な質疑】
問ふれあい連絡票の登録者数は。
答本年３月末で 2,071 人。
問今まで鉄北、橋北、庶路地域と分けて避難訓練を
実施しているが、町全体でやるべき。
答全体の避難訓練は重要と思うが、最小単位の町内
会の動きがとても大事と考えている。

４月 15 日　●防災・減災対策に関すること

総務文教常任委員会

●白糠駅前広場整備基本構想について
　担当課から、基本構想の基本テーマ「未来へつなぐ、
安心安全な交通居住拠点整備」の４つの整備方針に
ついて説明を受けた。
・整備方針
１　「公共交通拠点整備」、バスターミナル機能の充
　　実と公共交通機関相互の利便性の向上を図る。
２　「住宅拠点整備」、移住・定住や子育て施策を支
　　援する住宅機能の整備を図る。
３　「安心安全の拠点整備」、地域住民や施設利用者
　　等の一時避難施設となる防災機能の拡充を図る。
４　「賑わい拠点整備」、駅前の新たな賑わいを創出す
　　るため、人が集い交流できる空間の創出を図る。

【主な質疑】
問駅、バスの利用は１日何名か。
答町営バスターミナルは 20 名から 30 名程度。駅の
利用者数は平成 29 年度で 82 名と聞いている。
問駅舎の整備に関しても今後の話し合いということな
のか。
答駅舎とバスターミナルを合築することは、基本的に
JR と一致している。駅舎が古い建築基準法の適用で
あるため、増改築が簡単にはいかないなど、課題も
出てきている。

●白糠駅前広場整備事業手法調査業務について
　担当課から、想定している民間活力を導入した場合
の事業手法、整備運営手法、委託業務内容の説明を
受けた。

【主な質疑】
問事業手法調査業務委託の入札指名業者は。
答指名委員会が開かれていないので、まだ選定され
ていない。

●今後のスケジュールについて
　令和３年度　　　事業手法調査業務の実施。
　　　　　　　　　バスターミナルの解体。
　令和４、５年度 　複合施設に係る基本設計。
　　　　　　　　　実施設計を予定。
　令和 7、８年度　 工期予定。
　令和８年度末　　完成。

【主な質疑】
問バスターミナル解体に伴う発券業務は、どういう扱
いになるのか。
答仮設のバス事業所を設置し、これまでと同様に業
務を行うことになっている。

５月６日　●白糠駅前広場整備事業について

道の駅「しらぬか恋問」移転改築及び白糠駅前広場整備事業調査特別委員会

⃝新型コロナウイルスワクチン接種事業について
　担当課から、新型コロナワクチンの供給状況、65
歳以上の方の意向調査、接種会場及び日程の説明を
受けた。
⃝新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費
補助金等について
　「新型コロナウイルスワクチン接種事業」に係る予
算の内訳として、接種体制整備に係る物品購入、接種
券発送費用、接種記録システム改修費用等について
担当課から説明を受けた。

【主な質疑】
問意向調査の回答率、接種希望の割合は。
答回答率が 87.6％。接種希望は 90.6％。
問副反応で具合が悪くなった場合の対応は。
答経過観察の場所を接種会場に設ける。重篤なアレ
ルギー反応、アナフィラキシーショックの救急手当分
として、エピペンと言われるアドレナリン製剤を用意し
ている。

４月 27 日　●新型コロナウイルスワクチンの接種事業について
　　　　　   ●新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金等について

全員協議会

⃝空き店舗対策について
　担当課から現在の空き店舗等の状況について説明
を受けた。
・現在の南通り商店街の状況
　店舗数は４３件、うち空き店舗が９件と聞いている。

【主な質疑】
問人口も減り購買力も減っている中での、商店街の空
き店舗対策は。
答事業の継続、将来に向けた投資等に対して、町とし
ても商店の方々の意見を聞き、どのように協力、支援
していくかを考えている。

⃝公共下水道事業特別会計の企業会計への移行に
　関すること
　「公共下水道事業特別会計」から、地方公営企業
法を適用する「公営企業会計」に移行するにあたって
の経過、基本方針及びスケジュールについて担当課か
ら説明を受けた。

【主な質疑】
問下水道は、供用開始から 20 年ほど経つが、老朽
化により施設更新が必要なところはあるか。
答令和２年度から本格的に下水道処理場の電気設備
の更新を始めており、引き続き電気設備、機械設備
等を今後１０年程度をかけ更新する。

５月 11 日　●移住・定住・空き家・空き店舗対策に関すること
　　　　　   ●公共下水道事業特別会計の企業会計への移行に関すること

産業厚生常任委員会
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⃝学校給食費会計の公会計化に関すること
　担当課から、平成 29 年度からの学校給食無料化
事業の実施以降、教員による給食費の管理業務はな
くなり、公会計化と同様の効果が得られている。公
会計化を国が推進する中、更なる会計の透明性や安
定的な給食を実施するため、令和４年度より導入予定
であるとの説明を受け内容を協議した。
●白糠小学校移転計画に関すること
　担当課から、白糠地区義務教育学校開校準備委員
会の取り組みの状況と義務教育学校への移行にかか
わって、庶路学園の小中一貫教育の成果について説
明を受けた。

【主な質疑】
問給食費を分納などにより納めている事で、給食費
無料化の対象になるのか。
答令和３年度からは無料化の対象になる。
問滞納繰越金の取り扱いはどのようになるのか。。
答滞納金は、公会計に移行せず、引き続き私会計に
おいて管理し、令和６年度末までの徴収を考えてい
る。

７月８日　●学校給食費会計の公会計化に関すること
　　　　　●白糠小学校移転計画に関すること

総務文教常任委員会

●議員定数・議員報酬・政務活動費、「町民と議会の
　懇談会」について
　４月発行の「議会だより」に掲載し、町民の意見を
募集したところ、１件の応募があり、その内容をもと
に意見交換するとともに、「町民と議会の懇談会」の
日程を協議する予定でしたが、協議できず閉会した。

●委員長の辞任について
　７月１日、福地委員長から辞任届が提出されたが
辞任には委員会の許可を得なければならないため、
その内容を協議した。
　辞任届の記載内容は容認できないが、今後の会議
に支障をきたさぬよう辞任を許可し、新たな委員長

（立石委員長）を互選した。

７月１日　●議員定数・議員報酬・政務活動費、「町民と議会の懇談会」について
　　８日　●委員長の辞任について

議会改革・活性化特別委員会

　その他の委員会活動
●産業厚生常任委員会　２月 16 日、３月３日
●議会運営委員会
５月 27 日、６月２日、９日、21 日、７月２日

⃝道の駅「しらぬか恋問」移転改築及び
　白糠駅前広場整備事業調査特別委員会

　５月 31 日、６月 10 日、21 日、7 月 5 日
⃝広報広聴調査特別委員会   ７月６日、12 日

18

⃝元気しらぬか応援券事業 ( 第四弾 ) について
　担当課から、新型コロナウイルス感染症の影響が
長期化するなか、経済活性化と町民皆様に元気と活
力をとりもどしていただくことを目的とした「元気しら
ぬか応援券事業 ( 第四弾 )」の説明を受けた。

５月 31 日　●新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金について

全員協議会

元気しらぬか応援券【第４弾】元気しらぬか応援券【第４弾】

1919
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あとがき 今号の表紙

　６月 27 日、本町での 65 歳以上の高齢者への
新型コロナワクチン接種が、トラブルもなく終
了したことに安堵しています。私も接種しまし
たが、痛みもさほどなく、筋肉痛程度で無事終
えることができました。会場では、医療関係者
や町職員がてきぱきと任務に当たっていること
に感動しました。大変ありがとうございました。
　今のところ、希望者への接種は順調ですが、
接種ができない人もいるようです。また、辞退
者や関心のない人もいるとのことです。感染の
終息に向けて、集団免疫獲得へつなげる高い接
種率の達成が大事だと思います。
　ともあれ、今後、64 歳以下の接種もトラブ
ルなく、一人でも多く接種されるよう期待し、
経済活動の回復、そして、平穏な日常生活に戻
れるようになっていただきたい。　　　（中村）

　今年も満開。上庶路、寺澤さんの千本桜が４月 28 日開花し、５月７日には満開でした。毎年
その見事さに感動、来年も今年以上に咲き誇りますように、白糠で一番の桜並木に来年は是非、
足を運んでみてはいかがでしょうか。　　　　撮影 : 坂本　勝雄　広報広聴調査特別委員会委員

　今号の表紙は、５月７日に白糠高校１年生
が、地域への理解や関心を深めるため初めて
実施した「地域探求活動」のようすです。
　今回は、議場で役場職員の講話をとおして、
町の現状や公務員の仕事などを学びました。
　今後の白糠高校生の活躍に期待しています。
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